
令和 4 年 4 月吉日 

 

第 90 回 JCBHフォーラム開催のご案内 

 

日中建築住宅産業協議会 

交流委員長 関本 暁 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、今年度のフォーラムは、アジア問題ジャーナリストの日暮高則氏を講師にお迎えし、オ

ンラインにて開催いたします。 

 日暮氏は、会報誌『日中建協ＮＥＷＳ』に連載記事「チャイナビュー」を 255 号（2022 年 1・

2 月号）からご執筆いただいております。今回は、今秋に開催される 5 年に 1 度の中国共産党全

国代表大会を前にした国内情勢についてお話をいただきます。皆様、是非ご参加下さい。 

 

敬具 

 

【 記 】 

 

１．日  時   5 月 12 日（木）15：00～16：30 
 

２．開催形式   オンライン開催（Teams 使用） 
 

３．テ ー マ  「今秋党大会を前にした中国情勢」 
 

４．講  師   日暮高則氏 

（アジア問題ジャーナリスト）  
 
 

 

講師プロフィール 

1973年、東京外国語大学中国語学科を卒業し、時事通信社に入社し、山形支局、社会部、外信部、

北京駐在記者、香港駐在を歴任。2003年に時事通信を退社し、株式会社「ジャパン・エコー」嘱

託（翻訳担当）、一般社団法人「日本・中国・ASEAN経済文化研究会」代表理事を歴任。フリーで

中国・アジア関係の執筆活動する傍ら、東京外国語大学、早稲田大学、千葉商科大学、帝京平成

大学などで非常勤講師として現代中国論、国際関係論、中国語の講座を担当。 

現在、一般社団法人「環太平洋アジア交流協会」の共同代表理事。公益財団法人「岡本国際奨学

交流財団」理事。 

【主な著書・定期執筆】 

・『ネクスト・チャイニーズ・リーダー胡錦濤』風雅書房、1994年刊） 

・『1997香港 中国大衝突』（総合法令出版、1996年刊） 

・『沖縄を狙う中国の野心』（祥伝社、2007年刊） 

・『趙紫陽―極秘回想録』（光文社、2010年刊）の監修を担当 

・一般財団法人「霞山会」の WEBサイト「日暮高則のチャイナスクランブル」 

・自民党機関誌「自由民主」のコラム「メディア解析」担当 

最近は時代小説も執筆しており、播州赤穂藩の家老であった大野九郎兵衛の生き様を描いた文庫

本「板谷峠の死闘－赤穂浪士異聞」（コスミック出版刊）を今年 2月に上梓した。 

 



５．会 費  無 料 

 

６．定 員  100名（定員になり次第締め切らせていただきますので、お早めにお申し込み下 

さい。） 

 

７．締め切り 令和 4年 4月 28日(木)必着 

 

８．申込書 

  次ページ 

 

９．注意事項 

  新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、オンラインで開催いたします。 

  ①参加お申込みいただいた方に、当日の 3日前までに Teamsミーティングの参加方法をメー

ルにてご連絡いたします。 

②Wi-Fi 環境など高速通信が可能な電波の良い所でご視聴下さい。 

  また、Teams が使用できない、音声のみが聞こえ映像が見られない事象等が発生している    

 と伺っておりますので、ご自身が利用される環境を予めご確認下さい。 

  ③ハウリング防止のため、カメラとマイクをオフにして下さい。 

  ④当日、システム障害等により視聴できない場合等を想定し、後日動画配信を予定しており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


